








































 1 メディア研究に至る経緯 
 
1. 1 その生涯（1911～1980） 












ての論文（“The place of Thomas Nashe in the learning of his time”）でケン
ブリッジ大学から博士号を取得した P(2)P。1944 年、アメリカからカナダに戻り、


















1. 2 メディア研究との出会い 
 マクルーハンの名がメディア研究者として知られるようになるには、最初の



















































続いた」（McLuhan, Carpenter, 1956, p. 49P(10)P）。コミュニケーションチャン
ネルにはそれぞれ固有のバイアスがあり、メッセージの内容に影響を与えると
いうメディア研究の問題構制は、こうして1950年代半ばにできあがっていた。 
『探究』誌は 1959 年の廃刊まで 9 号を重ねたが、その間、人文・社会科学
だけでなく、医学・生理学を含む様々な学問領域から寄稿があった。マクルー
ハンの代名詞とも言える「メディアはメッセージ」（“The medium is the 
message”）のテーゼが生まれたのは、ちょうどこの時期だった P(11)P。『探究』誌
が廃刊した 1959 年、マクルーハンは、全米教育放送者協会（National 
Association of Educational Broadcasters and Office of Education）からの助
成で「ニューメディア」の研究をまとめ、翌年その成果を“Report on project in 

















2. 1 シャノンとウィーヴァーの通信モデル 
マクルーハンは『メディアの理解』の中で、C・E・シャノン（Claude Elwood 







 数学者にして電子技術者のシャノンは、ベル研究所に勤務していた 1948 年
に、「コミュニケーションの数学的理論」 (“A mathematical theory of 
communication”) をBell System Technical Journal 誌に二回に分けて発表し、
情報理論の基礎を築いた。同論文は、翌年、ウィーヴァーによる一般読者向け
の解説を付して『コミュニケーションの数学的理論』(The mathematical 











(1) 情報源      (1) 電話口の話者 
(2) メッセージ    (2) その人の発したことば 
(3) トランスミッター (3) 電話機の送話器 
(4) チャンネル    (4) 電気信号に変換されたことば（シグナ
ル）が通ってゆく電線 
(5) レシーバー    (5) 別の電話機の受話器 
(6) 目的地      (6) 聞き手 
 
○・・△・・□－－－－－－－－－－□・・△・・○ 































































ブソン, 1953 田村訳, 1993, p. 6P(22)P）。 
通信モデルを参照したヤコブソンは、以下の言語モデルを提出した P(23)P。 
   
要因                機能 
         コンテクスト           関説的機能 
          メッセージ            詩的機能 
発信者－－－－－受信者   心情的機能－－－－－動能的機能 
           接触                      交話的機能 






























































書きことばの内容は話しことばである」（op. cit., p. 8）。「『メディアはメッセ
ージ』とは、電子工学の時代に関していえば、全く新しい環境が生み出された
ことを意味している。この新しい環境の『内容』は、工業の時代の古い機械化





























3. 1 L・マンフォードの文化論との比較 
マクルーハンの文化コード論の特異性は、アメリカの文明史家 L・マンフォ
ード（Lewis Mumford 1895～1990）の文化論との比較でより鮮明になる。 
マンフォードは、初期の著作『技術と文明』(4T echnics and civilization,4T 1934)






























ルグの銀河系』ではマンフォードの『棒と石』(Sticks and stones, 1934) が、
『メディアの理解』では『技術と文明』と『歴史の都市、明日の都市』(The city 











力を現代人に与えること」（op. cit., pp. 10-11）。「救いの道は、人間個性を機械
に実用的に適応させることにあるのではなくて、機械はそれ自身、生活の秩序
と組織の必要から生れた産物でありますから、機械を人間個性に再適応させる
ことにあるのです」（op. cit., p. 15）。主題の転回を経た後の著作の『機械の神
話』（1967）では、参考文献にマクルーハンの『グーテンベルグの銀河系』を
あげ、次のように寸評している。「最も飛躍した最も疑わしい所でも、幸いにも








3. 2 M・パリーと A・ロードのリテラシー論との比較 
『グーテンベルグの銀河系』の末尾は、電子技術時代を主題にする『メディ
アの理解』の予告で結ばれている。一方、『グーテンベルグの銀河系』の冒頭に
は、ホメロス研究の M・パリー（Milman Parry 1902～1935）と A・B・ロー
ド（Albert Bates Lord 1912～1991）の名があがり、この本がロードの『物語



















































































































































ることではない」（オング, 1982 桜井他訳, 1991, p. 356）として、こころや文
化の変化をメディアの変化に還元することに否定的な立場にあったオングの記
述からは、文化コード論も、マクルーハンやハヴロックが経験した種類のアポ

















である」（op. cit., pp. 99-100）。同書にはハヴロックについての以下のような評
価も見られる。「この評論集（Havelock, The Literate revolution in Greece 
and its cultural consequence, 1982）で著者は、『プラトン序説』同様、ギリシ
ャ思想における口承から文章への移行を、議論を呼ぶような、独特の刺激的な
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